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日 本 遺 産
北前船がつなぐ港
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た。最盛期には毎年50 ～ 60艘が港にへさきを並べ
たと言われますが、あまりにも船の争奪戦が激しい
ので、問屋衆は、抜け駆けをしないことや、決まっ
た船頭と取引することなど、商売の取り決めを定め、
それに従って商売を行うことにしたほどです。寛政
13年（1801）に定められたこの決まりは「祇園文書」
と呼ばれ、下津井港を見下ろす岬の上に鎮座する祇
園神社に現在も保管されています。
　また下津井港には四国渡海場としての役割もあり、
讃岐の金毘羅へ参詣する人々で賑わいました。弘化3
年（1846）に大阪の文人 暁

あかつき

鐘
かね

成
なり

が記した『金毘羅
参詣名所図会』では「そもそもこの浦南海道通船の
喉口なるが故、朝暮渡海の客船引きもきらず…繁昌
なること児島郡南濱の第一というべし」とその様子
を伝えています。

伝統の技が生んだ繊維産業
　明治時代になると、生産が盛んだった綿を生かし
た産業を興そうと、この地で紡績所が次々に開業し、
繊維産業の隆盛が地域の発展に寄与することになり
ます。また伝統産業として育まれた織りや縫製の技
術は、明治以降、足袋、学生服、作業着など、時代
の移ろいとともに多彩な衣料品製造へと展開してい
きました。戦後になると、そうした技術を活かして
国内初のジーンズが作られ、今では｢国産ジーンズ発
祥の地｣として、その加工技術は世界のジーンズ産業
に大きな影響を与えています。
　現在、倉敷市は市町村別の繊維製品出荷額日本一
の繊維のまちになっています。一輪の綿花から始ま
った繊維産業は、現在もこの地に根を下ろし、町の
発展を支えているのです。

はじまりは一輪の綿花
　岡山県南部に位置する倉敷市は、瀬戸内海に面し
ており、新幹線や高速道路、四国へと通じる瀬戸大
橋など、交通機関が交わる人口約48万人の中国地方
有数の都市となっています。
　しかし、かつてこの周辺は「吉

き

備
び

の穴
あな

海
うみ

」と呼ば
れる一面の海が広がっていました。そこが陸地に姿
を変えたのは、約400年前から本格的に始まった干拓
によるものです。米の増産のために行われた干拓で
したが、海底だったところを乾かして陸地にするた
め、土地に塩分が残り、最初は米作りには適しません。
そこで植えられたのが塩に強い植物であり、地中の
塩分を吸い取ってくれる綿でした。
　やがて江戸中期以降
に商品経済が発達する
と、綿は「換金作物」
として農家が副業で栽
培し、問屋街に集めら
れて盛んに売買される
ようになります。そうし
た取引で財を成した商
人たちが建てた商家
が、観光地となってい
る倉敷美観地区や、出
荷を担った玉島、下津
井などの港町に現在も
残っているのです。

岡山藩の外港  下津井港
　倉敷市には北前船の寄港地として玉島港と下津井
港がありますが、今回は下津井港について紹介した
いと思います。
　瀬戸内海のほぼ中央、四国と
の距離が最も狭くなる備讃瀬戸
に突き出した児島半島の南端に
位置するのが下津井港です。
　後背に広大な干拓地をもち、
岡山藩の外港として物資の一大
集散地であった下津井には、18
世紀半ばすぎから北海道産のニ
シン粕を積んだ北前船が寄港す
るようになります。ニシン粕は
綿の肥料として高い需要があっ
たため、北前船のやってくる時
期になると、問屋衆は遠方まで
船を出してお得意様を迎えまし

備讃瀬戸に開かれた港  下津井
倉敷市日本遺産推進室主任　藤原憲芳11

綿花

祇園神社から瀬戸内海を臨む




